
「 グッジョブ週間 」 

校長 益満 等之 

 7月となり、気温が高い日が続くようになってきました。 

 札幌市教育委員会の配慮もあり、教室には「スポットクーラー」を設置しました。教室の

温度を短時間で下げることはできないものの、廊下より教室の室温が下がっていることや、

湿度が抑えられていて、一定の効果があることが分かりました。昨年よりは快適な学習活動

ができているのではないかと思っているところです。 

 さて、先日行った「グッジョブ週間」についての報告をいたします。これは、「豊明が、

望ましい行動であふれるように」というねらいから、数年前より実施している企画です。私

は初めてこの「グッジョブレク」を目の当たりにしましたが、活動ごとに生徒たちが、とて

も楽しそうに、また穏やかに参加していて、とても良い企画だと感じました。 

振り返ってみると、6月に「グッジョブ週間」を設定し、生徒たちが「グッジョブカード」

を集めていたことを思い出しました。豊明の「自分を知り大切にしよう」「まわりの人とつ

ながろう」「経験を力にしよう」という３つの価値に基づいて、「気持ちの良い挨拶ができて

いると感じた時」「前向きな言葉かけをしてくれた時」「ありがとうの気持ちを伝えたくなっ

た時」などに、生徒や職員が「グッジョブカード」を渡します。このグッジョブカードをみ

んなで持ち寄り、たくさん集まった時に「ごほうびレク」として、生徒たち自身が「やって

みたいこと」をする時間を設定することができるというのがこの企画です。 

7月上旬の昼の校内放送で生徒の代表から、グッジョブカードが目標枚数に達したとの報

告がありました。それからアンケートをとり、グッジョブレクの内容が決まりました。当日

は、「校内おにごっこ・校内かくれんぼ」「バスケットボール」「バドミントン」「Ｅスポーツ」

「カードゲーム」「本を読んだりパソコンでの動画を観たりしてゆっくり過ごす」のチーム

に分かれて、金曜日の午後の時間を思い思いに過ごしていました。 

普段は走ってはいけない廊下も、エリアを区切って思い切り走り、おにごっこやかくれん

ぼをしている姿や、体育館で先生たちとバスケットボールの対戦をしている姿、学校の大型

テレビで対戦型のゲームをしている姿、体調調整もあって、クーラーの効いた教室でゆっく

りと過ごしている姿・・・。どの生徒の目も生き生きと輝いて見えました。 

「グッジョブカードを集めて、自分たちの好きなことができる時間を創出する企画」とは、

とてもよい発想だと思います。今後も継続していきたい活動だと考えています。 

今年度１回目のグッジョブ週間が終了しましたが、この取組をきっかけとして、日常の学

校生活の中で「気持ちのよい挨拶」や「相手の気持ちに寄り添った暖かい言葉」がいつもあ

ふれている学校であってほしいと願っています。 


